































































能の配列位置と配置度数から、全 6 種に分類している。 
 
  ア．頭括型（文章の冒頭部に中心段が位置するもの） 
  イ．尾括型（文章の結尾部に中心段が位置するもの） 
  ウ．両括型（文章の冒頭部と結尾部に中心段が位置するもの） 
  エ．中括型（文章の展開部に中心段が位置するもの） 
  オ．分括型（文章の 2 か所以上に複数の中心段が分散して位置す 
るもの） 




























級日本語学習者（以下 NNS）各 20 名（計 40 名）に対して、約 800 字






























 3．の分析方法を用いて、全 80 例の意見文の「文章型」を認定した
が、本節では、NS 18 と NNS8 の意見文 1、NS 17 と NNS 6 の意見文










































での行動を制限するという 3 つの点から制服は必要であると考える。 
 




















































[文章例 3]  NS 17 の意見文 2 
一Ⅰ①日本 IBM が人工知能システム Watson の日本語対応化に向けて動き出
したそうだ。②ヨーロッパ言語以外では初めての例で、これからの動向に注目が






































が困難な NNS が多く見受けられた。 



























５．NS と NNS の意見文の「文章型」 
NS と NNS 各 20 名の 2 種の意見文、計 80 例の「文章型」を分類し
20




表 1  NS と NNS 各 20 名の意見文で用いられた「文章型」 
 
 
  文章型  



















































































5．1  NS の意見文 1・2 の分析結果 
























1 22 3 2 頭括 20 2 2 頭括 
2 16 10 5 両括 13 5 2 尾括 
3 19 1 2 尾括 15 1 2 尾括 
4 19 5 5 尾括 18 6 2 尾括 
5 13 1 3 分括 9 1 2 尾括 
6 19 4 3 両括 16 4 3 両括 
7 17 17 3 分括 17 17 3 両括 
8 15 6 3 両括 14 6 2 尾括 
9 16 4 2 尾括 18 5 2 尾括 
10 22 2 3 両括 21 1 2 尾括 
11 14 8 3 両括 12 7 2 尾括 
12 15 4 3 分括 15 3 2 尾括 
13 19 3 3 両括 14 5 2 尾括 
14 21 4 3 両括 18 4 2 尾括 
15 26 3 3 両括 25 3 3 分括 
16 15 3 2 尾括 19 4 3 両括 
17 14 1 2 頭括 12 1 2 尾括 
18 13 5 3 両括 15 5 3 尾括 
19 22 6 2 尾括 23 6 2 尾括 
20 16 3 3 両括 11 4 3 尾括 
平均  17.7 4.7 2.9  16.3 4.5 2.3  
NS の意見文 1 は、「両括
型」が 10 例、「尾括型」が
5 例、「分括型」が 3 例、「頭
括型」が 2 例であったが、
意見文 2 は、「尾括型」が圧
倒的に多く 15 例で 75%を
占め、「両括型」が 3 例、「分
括型」が 1 例、「頭括型」が
















5．2 NNS の意見文 1・2 の「文章型」 
























1 17 5 3 両括 15 4 2 尾括 
2 17 1 4 中括 17 1 2 尾括 
3 20 3 3 両括 22 3 2 尾括 
4 16 1 3 両括 15 1 2 尾括 
5 18 4 3 両括 19 4 2 尾括 
6 21 7 3 両括 17 4 2 尾括 
7 26 3 3 両括 20 3 3 両括 
8 12 5 3 両括 10 5 2 尾括 
9 14 4 3 分括 16 3 2 尾括 
10 15 2 2 頭括 18 2 2 尾括 
11 21 4 2 尾括 24 4 3 頭括 
12 17 5 2 頭括 15 4 2 尾括 
13 17 5 3 両括 16 4 2 尾括 
14 25 5 3 両括 20 5 2 尾括 
15 13 4 2 頭括 12 3 2 尾括 
16 17 6 3 両括 17 3 2 尾括 
17 16 5 3 両括 15 3 3 分括 
18 21 1 3 両括 17 1 2 尾括 
19 20 1 3 両括 18 1 3 尾括 
20 11 3 2 尾括 15 4 3 中括 
平均 17.7 3.7 2.9   16.9 3.1 2.3   
 
 NNS の意見文 1 は、「両括型」が 13
例、「頭括型」が 3 例、「尾括型」が 2
例、「中括型」が 1 例、「分括型」が 1 例
である。一方、意見文 2 は、「尾括型」




















































5  NS は、男性が 11 名、女性が 9 名の計 20 名で、学年は 1 年生が４名、2 年生
が 2 名、3 年生が 10 名、4 年生が 4 名であった。  
6  NNS は、男性が 7 名、女性が 13 名の計 20 名で、学年は 1 年生が 3 名、2 年
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